












に痛みをわかってもらえるかという問いが、逆説的にも人の営みを支え、歴史を通して意味を持ち続けてきた。一七世紀初頭のイギリスで、ある敬虔な領主夫人は痛みをよりよく死ぬための試練として受け止め、その記録を日記に綴った。痛みは、彼女にとって神 の関係性において生きられたのである。あるいは、まだＤＶ いう概念がなかった一八世紀、夫の暴力に苦しめられた妻が法廷 訴え出た。彼女たちは弁護士を介して自らの痛みを克明に語 こ で夫の残忍性を証明し、別居を勝ち取ろう した。一方 チャリティが貧者の救済を担う一九世紀社会では 困窮者は自らの痛みを無心の手紙に綴り、施しを得よ との頃には、生々しい身体的損傷より、それ 耐 忍ぶ様子の方が、救済に値する苦痛だと判断された。
歴史のそこかしこに見られる痛みの愁訴が、やはり痛み
という経験の普遍性を提起するなら、その愁訴への応答も普遍性の問題を帯びることになる。たとえば、涙を流すことが窮状にある他者への同情を表現するとしたら、それは種としてのヒトに特有 、人を人たらしめる感情表現なのだろうか。進化論者のチャールズ・ダーウィンは、涕涙を一部の動物にも見られる生物学的現象であると説いた。こから、果たして動物も苦痛にある他者に共感す のいう新たな科学的探求が始ま 。
二〇一五年五月、この問いに答える神経医学の実験結果
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